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このような機会をいただきましてありがとうございます。
まず始めにお断りですけれども、今まで皆さんは医療者ということでご発表いただきま

したが、私は医療従事者ではありません。社会科学とか社会学というところで、コミュニ
ティをどうつくるのかとか、人のつながりをどう強めるのかとか、いわゆる社会関係資本
といわれるソーシャル・キャピタルというものを研究しています。

ちょっと畑違いで、緊張しております。

【ポスター1】
まず背景です。2006年の介護保険

制度の改定に伴って、地域支援事業
が創設されました。この中で高齢者
が地域で自立した生活を送れること
を目的に、要介護にならないように
介護予防の普及とか啓発が行われて
います。その中で、高齢者が気軽に
参加できる場が身近にあって、かつ
地域の人とのつながりを通して活動
が広がるように地域コミュニティを
いかに作るのか、健康作りや疾病予
防の取り組みを通して、そういうも
のをいかに構築することができるのかということが、ずっと言われてきています。

地域コミュニティをどうつくるかということで言うと、今インターネットで、皆さんも
そうですけれども、どこでも誰とでもどの時間でもつながれることがあって、テーマ性で
あれば、いくつも無数にコミュニティが形成されているわけです。しかし、こと高齢者に
いたっては、身近の、物理的な距離が近い中で喜びや充実感を感じたり、または高齢とい
うことで身体的なことも緊急性を伴うこともありますので、物理的な距離が近い居住地域
におけるコミュニティ形成の在り方が大きな意味を持つのではないかと考えられています。

【ポスター2】
そこで今回の研究は、都市高齢者を対象とした運動介入実験を行いました。
この中で、とても簡単な仕掛けなのですが、対象者の交流を促すツールを使って、コミュ

ニティがどのように形成されるのかということと、このコミュニティが対象者の運動継続
にどのような効果をもたらしたのかということについて、心理的な面に影響を与える要因
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について、定性的な分析手法を用いて明らかにすることを目的としました。

【ポスター3】
次に、対象とした方々ですが、今回は東京の三鷹市に協力いただいて、公募しました。

58から81歳までの21名の方にご協力をいただくことができました。

【ポスター4】
次に、どのような実験をしたかという説明をさせていただきます。
まず、運動プログラムは、短い間ではあるのですが9週間、週2回で、全18回実施しま

した。このプログラムに関しては理学療法士とか整形外科の先生方に作っていただき、対
象者個々人の主観的運動強度やフォームを、対象者に合わせて設定していただきました。

今回実験を行った場所は、三鷹市で民間のスポーツセンターにご協力いただきました。大
手の企業でよくあるような大きなものではなくて、非常に地元に根付いた、コンパクトで、
地元の方がよく利用するようなところにご協力いただきました。そこにいらっしゃる健康運
動指導士の資格を持つ方に、18回全てにおいて逐一指導をしていただいたというものです。

流れはこちらに書いた通りです。初回の測定では体力、身体測定、医師と看護師の問診
を行いました。その後、トレーニン
グを開始。トレーニングの内容はこの
ような流れになっています。9週間の
ちょうど真ん中あたりの時期に健康教
室ということで、「状況はどうですか」
ということの確認と、お家でもできる
ような運動の指導を、少し時間を取っ
て皆さんで集まってやっていただくよ
うな機会を設けて、９週間のトレーニ
ングの最後に最終評価ということで、
初回と同じ測定をしました。

これが一連の9週間の流れです。
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【ポスター5】
次に、コミュニティをどう作るか・

促すのかという仕掛けですが、ヘル
スケアポイントと言われているもの
を導入しました。今回の実験では、
非常に簡易的な方法を採用しました。
そもそも平成26年に日本再興戦略と
いうものがありまして、自助努力で、
自分たちでどうやって健康になるよ
うに努力をしてもらえるのかという
ことで、ヘルスケアポイントという
考え方がいろいろな自治体で行われ
ています。例えば、１万歩歩いたり
するとポイントが貯まって電子マネーになったり、換金されるような仕組みが行われてい
ます。

今回に関しては、簡易的なポイントのカードを作って、トレーニングに参加することで
ポイントを貯めて、いくつか貯まったらコーヒー券を上げますよ、というようなとても簡
単な仕組みとしました。実験が行われた民間のスポーツ施設の1階にカフェがありますの
で、そこで券をもらって、「じゃあ、皆で行こうね」という流れができるのかなと考えて、
このような設計にしています。

【ポスター6】
次に分析手法です。
対象者21名全員に半構造化インタ

ビューを行いました。分析の際には
修正版グウランテッド・セオリー・
アプローチという手法を用いました。
定性でインタビュー分析をするとき
はよくキーワードを抽出するという
方法があるのですが、この修正版グ
ウランテッド・セオリーの場合は、
インタビューの中から文脈をかなり
意識して説明できる概念を作り、そ
れが人間の行動にどういうふうな変
化を与えたのかという…後ほど出てくるポスター8の図で示すような手法を取っています。
よくヒューマンサービスの領域で使われたりもして、自分が動いた後、相手がどう動くの
かというところを予測したり、その後の「これからどういう生かすのか」ということを考
えるために、よく使われている手法です。
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【ポスター7】
分析結果ですが、グウランテッド・

セオリーを使って、質的データから
10の概念を抽出して、抽象度を上げ
て6つのカテゴリーに分けます。そ
れをさらに3つの上位カテゴリーに
分けて分類をしました。

そこで分析をした結果ですが、コ
ミュニティの形成が促された要因と
しては、対象者の中に他者との関わ
り等を持つことに積極的な者、つま
り元々お声掛けをしたりとか、話し
かけることに抵抗がないような方が
いらっしゃる、または本実験以外にもこのような同世代が集まる機会、つまりサークルとか
何かクラブ活動等をしていて、仲間作りをした経験がある方がいらっしゃる場合は、対象者
同士を結び付ける起点となって、コミュニティの形成が促されていたことが分かりました。

2つめのコミュニティが運動継続に与える影響に関しては、専門家…これは健康運動指
導士とか理学療法士の先生になりますが、その方々と対象者間の相互の主体的な関与が繰
り返されることによって信頼が醸成される。そうすることでその過程を経た上で、トレー
ニング効果を対象者自身が日常生活の中で実感した。つまり、日常生活の中で階段が上が
りやすくなったとか、スキーができるようになったとかということを実感している。「これ
はきっとトレーニングの結果だろう」ということを実感したことが、運動継続を促してい
たということが見えてきました。

また、非常に面白かったのが、この実験の9週間が終わった後に、対象者が自然発生的
に自分たちで運動をテーマにしたサークル活動を始めてしまいました。今回、コミュニティ
形成までいったかどうかはなかなか判定が難しいのですが、これが、彼らが運動を継続す
る一つの基盤になったのではないかと言えるかなと思っています。

【ポスター8】
もう一つ、結果なのですが、こ

のグウランテッド・セオリーを使っ
て、運動継続、コミュニティ形成
の仮説モデルを作りました。

10個の概念を作り、それを6個
のカテゴリーに分けて、さらに3つ
の上位概念を導き、このようなス
テージを経て、対象者は、最初の
運動への参加、実際に運動してい
る場面、そしてその後に新しい彼
らの生活へと進んでいったことが、
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一つ、見えてきたと思っています。

【ポスター9】
最後に、結論です。
一つ目が、本人の意思や状況

にかかわらず、高齢者の社会に
おける位置付けが曖昧な状況と
いうのが、今回実験対象者の機
会の喪失とか身体の衰えを自覚
させていることが、調査インタ
ビューから確認されました。こ
のような高齢者としての自覚
が、身体機能や健康維持・向上
させる行動へと対象者を向かわ
せていることも分かりました。

そして、高齢者の健康増進への意欲や行動を継続させるためには、支援する側とされる
側の相互の主体的な関与…つまり、する側というのは専門家の方で、される側は対象者に
なりますが、彼らの相互的な関与による信頼の醸成が必要です。また、今回ツールを導入
したわけですけれども、ツールを入れるだけではやはり駄目で、そのツールが機能するた
めの対象者の特性を踏まえた仕組みを構築しながらツールを生かすことが必要なのだなと
いうことが分かりました。

質疑応答

会場：　非常に大切なことを、現場の人口についておやりになったということで、学ぶ点
がたくさんあると思いますし、方法論もこれからだんだん発展すると思いますが、
一番気になったのは、調査対象が非常に選ばれたポピュレーションであるという
ことです。
年寄りはもう大体、どんなことがあっても「お金でもくれれば別だ」とか、そう
いう感じです。わざわざ出掛けて行ったり話を聞くのも、自分に非常にプラスに
なるという感じがないと、大体は参加しない。精神・心理的、身体的、社会的、
いろんな条件がありまして。だからこれを一般に広げるのは非常に難しい、年よ
りの特性からいうと。その辺をどう広げていくのか。この研究の結果からそこに
なかなか到達しにくいので、もう一つこれを補うような、もうちょっとポピュレー
ションベースの調査があればと思います。三鷹市にやってみようというような気

ポスター 9
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を起こさせるとか、そういうことができたら非常に将来性があるかと思って拝聴
しておりました。

座長：　貴重な意見をありがとうございます。今のお話に関連してですが、対象としてい
るこの方々は、公募したから、やはり今の話の通り、やる気のある母集団という
ことになるということでいいのですか。

稲垣：　おっしゃるとおりで、三鷹市の協力のもとに、三鷹市が公募したというよりは、
三鷹市の中に市民大学みたいなグループがあって、そこに登録されている方に公
募をかけたのです。なので、元々学びの意欲とか、こういうことがあるからどこ
かに行って勉強してみようという意欲の高い方、というのは確かにおっしゃる通
りです。かつ、もう一つ言うと、三鷹市自体が、市民活動が非常に盛んな所では
あるのです。なので、最初のベースから確かにバイアスがあるという認識はあり
ます。
どういうふうに広めるかということに関しては、このヘルスケアポイントという
仕組み自体の問題点は出ています。これを実施するには、まずお金はどうするか
ということと、今回ツールを入れただけでは駄目だ、というのが出て来ましたの
で、じゃあそれをどう普及させていくかというのが、課題になっています。
解決策ではないのですけれども、広まった要因としては口コミによる情報拡散
だったというのが出ています。なので、最後の結果にもありましたが、元々経験
があるとか、人に関わりが持つことができやすい人、そういうことに抵抗がない
ような人、こういう人たちをどうやって活用していくのか、またはある一定のコ
ミュニティの中で、そのような属性の人を入れてその方々を中心に何か仕組みを
作るとか、そういう工夫は必要ではないかなとは思います。

会場：　今回、男性と女性と両方入っておられて、恐らく参加するのに、女性はワイワイ
したいとか、男性は目的がほしいとか、そういうような参加の違いはありますか。

稲垣：　参加動機は、今回の実験は実は無料で参加できる、専門家から指導が受けられる
という条件があります。運動のプログラムをするときに、最新の機械を入れてい
たりしているので、そういうことを試せますよ、みたいなことも入れていたので
す。なので、そこがキーポイントになって、参加された方が多い。
実は、男性15名、女性が6名なのです。こういうことをした場合、女性のほうが
普通は多いのですけど、今回は男性が非常に多かった。何故かなと考えたら、マ
シントレーニングが多かったので、そこで自分を鍛えたいということが、男性を
動かした要因であるらしいと分かっています。ちょっと答えになっているか分か
らないのですが、そのような動機でした。

会場：　一点、先ほどの質問とちょっとかぶっているかもしれませんが、参加の公募の時
点で、運動できるよ、勉強できるよ、あるいは人とのつながりもできるよという
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のもあると思うのですが、元々コミュニティを形成するという目的もありますよ
ということは、参加者自身は知って来ているのでしょうか。それとも、それは知
らずに、一般の運動機能訓練だという思いで来ているのでしょうか。

稲垣：　後者です。コミュニティを作るということは一切言っていません。途中で「こう
いうのをお配りするので、ぜひ皆さんで飲んでくださいね」というお話はしたの
ですが、最初からそういう目的は一切言っていません。あくまで「皆さん、運動
して健康向上しましょう」というようなお呼び掛けをしています。

会場：　その場合、参加された方21名の中で、コミュニティ云々という、そんなことはし
たくない、自分は自分のしたい運動だけしてサッサと帰ります、とか、そういう
方たちはいらっしゃらなかったのでしょうか。

稲垣：　もちろんいらっしゃいます。いろいろな方がいらっしゃいまして、「そういうのは
自分は得意じゃない」という方もいれば、本当に積極的に、「集まりを作りましょ
う」という方もいて、千差万別です。ただ、そういう方々が一緒にいるというこ
とで何か起こるかなということも一つ重要なポイントなので、今回そういう意味
の調査はしていない、ということです。

座長：　稲垣さんのような社会科学系の方で、コミュニティのことを考えていろいろな方
法論をトライしている方と、もっと医療や看護がコラボするといいと思います。
今の高齢化社会の中で大きい問題は、本来ならいろんな接触があったりいろんな
アクティビティが維持できて、ここまで痴呆が早く進まずに、あるいはうつが進
まずに、もうちょっと違った形での高齢者なりの生活があるところが、必要以上
に内にこもることによって、どんどん悪い方向へ行っているものがたくさんある
と思うのです。なので、それこそコラボして、うまくそういった方々をいい場に
引っ張り出すというか、いいプラットフォームができて、そこでこういったプロ
グラムがうまく生きるといいな、ということなんでしょうね。とても参考になり
ました。どうもありがとうございました。

時間がおしてしまって申し訳ありませんでした。皆さんのご協力でたくさんの多
様な発表で、しかも皆さんからいろいろなご質問、ご意見をいただいたので、す
ごく中身の濃い時間が過ごせたと思います。本当にありがとうございました。ファ
イザーヘルスリサーチ振興財団の研究助成は、発表の場をあえて研究者に課すこ
とによって、いろいろな発表者の交流ができるのが良いところだと思います。ぜ
ひこういった場を今後の皆さんのご研究の役に立てていただいて、またファイ
ザーヘルスリサーチ振興財団の助成にもより多くの人が応募していただけるとい
いなと思います。
今日はどうもありがとうございました。


